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花粉の発芽と花粉管の生長 
                      

 

１．ねらい 

 花粉は受粉後、花粉管を出し子房にある胚珠に

向かってのびていくことを調べる。〈受精〉 

 

２．実験方法 

（花粉を花の柱頭を使わずに人工的に発芽、生長

させることを人工培養という） 

① 寒天培地をつくり、スライドガラスにのせる。 

寒天培地 

 寒天末 0.2g、砂糖 1g を水 15ml に加え、温め

て溶かす。 

 砂糖の量は実験したい植物によって最適な濃

度がある。 

例：ホウセンカ 5%、シロツメクサ 15% 

  テッポウユリ ・ オオマツヨイグサ   

   10～15% 

 

② 裂開した葯
やく

を寒天上にこすりつけるとよい。

花粉を筆の先につけてまく方法、小さく切った紙

片の縁に花粉をつけてまく方法などもある。 

 

③ 花粉管の観察 

 湿室（図２）にしたシャーレの中に入れ、一定

時間後に顕微鏡で見て花粉管を観察する。 

 発芽後の花粉を酢酸オルセインで染色しアル

コールランプで少しあたためると栄養核と生殖

核が観察できる。 

図１ いろいろの花粉の発芽の様子 

1:ホウセンカ 2:マツヨイグサ 3:カボチャ 

4:ツバキ 5:ペチュニア 6:テッポウユリ  

7:スイートピー  

  

図２ 湿室 

湿らせたろ紙の上に培養基を図のようにセットし、ふた

をして 20～30℃で培養する 

 

酢酸オルセイン 

 加熱した氷酢酸45mlにオルセイン粉末1gを溶

かし、冷却後 55ml の蒸留水を加え、ろ過して使

用する。 

 

発芽までの時間 (25℃付近) 

 ホウセンカ：2～4 分（40 分間で 2～3mm になる） 

 トウモロコシ：15～20 分 

 ムラサキツユクサ：約 20 分 

ツバキ、ヤマユリ：約 30 分 

 時期を得なければならないが、花粉管の伸長を

授業時間内で見せるにはホウセンカがよい。 

 花粉の発芽率は花粉が密集しているほうが高

い。 
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〔長野義彦〕 


